
（別紙３）

～ 2025年　3月　31日

（対象者数） 32 （回答者数） 16

～ 2025年　3月　31日

（対象者数） 8 （回答者数） 8

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

学習と遊びの時間のバランスを保ち、デイでより意欲的に活

動できるように工夫する。

2

SSTや療育につながるゲームや集団活動の充実を図る。

3

相談、連絡に対して即座に回答できる人員体制を整える。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

1年目の反省を生かして、地域の様々な行事の情報をキャッチ

しデイの活動に繋げていく。

2

まずは保護者会の開催を目標に進めていく。

3

○事業所名 シュウエール長尾

○保護者評価実施期間
2025年　3月　1日

○保護者評価有効回答数

2025年　3月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　3月　31日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域の子どもたちとの交流や行事などへの参加が少ないこと。 開所して1年目ということもあり、活動の幅が広がらずにすぎ

てしまったため。

家族も参加できる勉強会や家族会などの開催実績がないこと。 開所して1年目ということもあり、活動の幅が広がらずにすぎ

てしまったため。

利用児童が楽しく通ってくれていること。 楽しい雰囲気づくりやおもちゃ、本の種類を増やす。外出レク

を充実させる。

。楽しい活動の中に子どもたちの成長につながるアプローチを

盛り込み、発展させていくこと。

子どもたちが様々な活動の中で、コミュニケーションやルール

を守る体験ができるように工夫している。

保護者様の問い合わせに対してレスポンスを重視して返答して

いること。

LINEによる連絡相談。

事業所における自己評価総括表公表


